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《テーマ》

	 近代学問における歴史研究の意義	

	 ―	政治史、 経済史、 科学史、 そして教育史	―

日　 10月 日（ ）14 10 17 30（ ）

　 大学教育学部 　5202 室

報告 田川大 （ 大学）・ 史

 千 （大 大学）・ 史

 　 （ 島 大学）・科学史

メ ー ー

 　 （大 大学）・教育史

　会 （ 大学）・教育史

 尾上 （ 大学）・教育史

《趣旨》

教育 い 動いている 科

学 い 動 の目の に る 教

育学 学 学 科学 動 る

つ学 る て の 動する

する 学 の か 史研究 い

に ている

教育学において 史研究 か

の 関 教育史研究 に る教

育史研究 の の の に 学

にお る 史研究 の 話 教育史研究

の する の か る機会

い

教育史研究の について かつて上 「

に教育史の研究 行 るの か い

す 史研究 の に

るのか い に る す の 史研

究 の に るか い の 部

て 教育史研究 の に行 るのか い

るのか の 関 て

教育史学会第61回大会は、2017年10月7日（土）・8日（日）の日程で、岡山大学教育学部で
開催されます。大会準備委員会では、以下のようなシンポジウムを企画しております。

史研究 の に行 ているか から

い 教育史の の にお

いて教育史の研究 行 ら い

ている い のか の に に

て るの す」 語 つ の に

てい

　 い の る 史の研究 る

史 学史の研究 教育史の研究 る

い 合に て る 史研究

の部 研究の に る て

教育史研究 い の 史研究 史研

究 史研究 の の部 研究 るい

研究 ている い の

教育史研究 い の 行 るの

い るのか か 教育史研究の

史研究 か るい 史研究の

い に ら い

るの いか

1957年 学会第 回大会 の「 発 」（

史の研究 について）において る（ 日 の教

育史学 第 集 1958年 pp.263-264 ）

から 60年 大会 第61回大会

る 上 に る教育史研究 の い

において の に るか

に ているか

の いに

に 学 にお る 史研究 の の

の か い ている

教育学 い る 代社会にお る の学

て発 て 学 の つ る 学

学 科学 代社会に 学 て発

て 学 る に 代学 の

る て 学 学 科学

て教育学 上 の学 において

第 61 回大会準備状況
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史研究 の つ てい

るか 学 の研究 から報告い

に て教育史研究の からの メ い

い

の学 の

にする の い に 代学 て

い つ か の

学 に の 究の に て

す 社会に

する に する 大 ら

る る する い る

社会 用 から

い に ているの

る て の学

の かに て 史研究 て

ている

学にお る 史 学にお る 史

科学にお る科学史 て教育学にお る教育史

らの学 にお る の 史研究 （1）

の学 の か の に の

するのか（学 ）

（2） の 史研究 の に社会に

社会 用 するのか いのか（社会

）（3） て 大学 教

る るの の 史研究 大学 教

ら る て の つのか（教育

） て す

の る の 史研究

の せて る の

て るのか 史研究の

関 から か る研究 ー の発 の い

か お ら ー に る

る 異 る学 にお る 史研究の

する の 知

報 る い

大会の準備状況 につ て す

る 用 ー ー において お知らせ す

の の 準備委員会 からお

上 す

 第61回大会準備委員会

 尾上　
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「教育ニ関スル勅語」 （教育勅語） の教材使用に関する声明について

 教育史学会 事会

 代 事　 田

教育勅語 の教材 する する の について 事会 教育史学

会 て学 から 社会に発 する る て 事会の

に の に する の メ ー の 事

湯川嘉津美事務局 田の 人 す

の に て の声明 事会 て する に

部科学大 お 都 ・ 都 教育委員会教育 に 付

お 上 の に の にて教育史学会 「教育勅語の

か」 す

  日　 2017年 月10日（ ）13 00 17 00

  　 お の 子大学 201室

  報　告 教育勅語 る 事 学 式（ 明・大 大学 大学部）

   教育勅語の 目の （ ・ 美 大学）

   教育勅語 （ 子・ 史 ）

  　会 田 （お の 子大学）

 

  2017年 月 日

「教育ニ関スル勅語」（教育勅語）の教材使用に関する声明

 教育史学会 事会

2017年 月31日の に る 書において ・教育 に「 い 教

育に関する勅語 教材 て用いる る い」 らに 月14日 18日の 書

において教育勅語の「教育 にお る使用」について 「 の の 教育 の

る教育の目 に い ているか の 事 総合 に て

る の る」 の 明 の に 1890（明 23）年10月30日に明 の

て 「教育ニ関スル勅語」（教育勅語）の に る 目の教材 用 学 行

る に るの いか の ている

教育史学会 の会員 教育勅語の 式 社会 年に て研究 の

て 上 の状況に 学 研究の の 明 に する 務から の声明 発する の る

「 ニ 」 教育勅語 の 部の 教育に 用する ら る の

から ている 教育勅語に 目 て「 ス

」に する の 明らか る 式 の い 書 る井上

次 勅語 （1891年） （ 部 ）の 学 （ 学 ） 科教科書 部 図書局

ニ関スル 会報告 （1940年） において の 目 に 目 て

する い て ている 教育勅語 史 て用いる 史の事
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に する において る に教育勅語 せ の教材 て使用

する する日 教育 に する の の事 から

明らか る

第 に 教育勅語 日 の教育 に る （ ） の る 事 る

教育勅語 明 に する 教育 教科書に る 代 の 教育

する か 1879年の の「教学 」 1887年 の「 育 」 1890年の 会 の

機 て 井上 田 に て 書 の 目に 教 の

の 代 の の ている か の目 1889年 の大日 行に

ての「告 」 「 明 ニ 」 る

から 教育勅語 い 式 て「 」の 明する に

教育勅語 「 」 する明 「 」に の 準 す ている 日

の の日 い の る の 目の の 話上の る

「 」の に 「 」の 「 ニ 」 て てお 「子

」 てい 「 ニ 」い てお に る の

ている 教育勅語 の い 「 」 い

に教育の て の の に 教 の「 」 「 」 て

らに 代 の「 」 に る の 目 らの 目 大 の

に 日 書紀 に ている「 の 勅」 に て 「

ス 」 い 集 ている

部 の に集 ら す「 」 「 」 い に て

1941年の 学 学 の教育目 て明 らに「 」 い つ

る に て教育勅語の「 」の 教育勅語 の に て学 教育 る

動員 に い て て ら い事 る

第 に 学 の教育勅語の に関する事 る 教育勅語 に にかか る

ス に ら 教育勅語 い （ ） る に 学 に 合

ら

教育勅語 1891年の 学 教 大 「 教育ニ関スル　勅語 ニ

人 ル ス」（第 ） て 学 に る

科教育の 科教科書の 教材 ての学 に 勅語の「 」

・ に の 図ら

教育勅語 発 に の学 に に 付 の 教育において大

教育勅語の に 学 式の す い 1900年

学 行 に の 大 （紀 ・ ・ 月 日 1927年 明

ら て 大 ）学 式 教育勅語「 」に （ ・ の ） の「 」「 代」

教育勅語の に関する 話 式 に 行 の 式 学

式・ 式 の学 式の式目に 教育勅語「 」 「 代」 学式・

式 の の式目に

教育勅語 1891年 部 「 勅語 」に 「

」に「 」する ら の ・ に らの （

・教育勅語 ） から せる 「 」する教 員 か らに
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「 」の 1920年代 に する せる に

て に に か て せる 日 1943年の「学 」 に

て 事 ・教育勅語 勅の の「 」 の の次

「 」 ・教育勅語 に

の に 学 に 付 教育勅語 科教育 学 式 て 日 の「 」

い 学 の 「 」の の て にかか る の

ら の に教育勅語 する い 次 の に寄 の

教育勅語 教育の い の 人 ら い る

第 に 教育勅語 の「 」 る に 異 の て 用いら 事

る

総 の 代学務部 教育勅語 教 の て 用 て

総 教育 （1911年）において教育 教育勅語の に いてお 総

教育 （1919年）において の の の「 」

いて 日 人 の 「 」 に に ているの い 教 異 に て

に せ する の 教育勅語の 「 ニ 」 い に

る ている のの 「 スルニ 」 い

に 集 の いる の に の て 「 」（ の ）に

ら る の か の の る か に1910年代

に の教育勅語 に する お ・ 動

に 教育勅語の の ー ー てい 学・ 学 井上 次 「 」 い 教

育勅語の 人の らせる て の教育勅語 に す い

い 教育勅語の お て から に い ら か のの 事

教育勅語 から の て いる

ている

1948年 月19日 「 らの 勅 の い する

に らの 回 の す る」 「教育勅語 るい

の 日 お するかの い る お か ら に ら に

つている事 明 にする に て教育勅語 の の 勅の 回 せ

る」 の に て 月25日 部次 都 知事・ 教育機関の学

に「 から 付 「教育ニ関スル勅語」 の 学 において の の において

の い」 教育勅語

に い に る

年 月18日 教育勅語の使い について 教育 に するか か い

教育委員会 学 の に委 る する 書において 明 教育委員会 学 の

に「 」する 教育 お 会 に する 上 の の に明

らか る

上の に 教育史学会 事会 学 研究 ての から 史 て に

の目 教育勅語 学 教育 使用する について 教育史研究 明らかに て 日

の教育の にかか る 事 に ら て る い の に 明する の る
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月13日に上智大学 第 回機関誌編

集委員会において 日 の教育史学 第60集に

する の お

1   湯川 （東京大学大学 人 社会 研究科

研究員）

  の 学 「 」

に 目 て

2  人（ 島 教 子大学）

  明 30年代 にお る教 の教育研究の

大 の「科学 ての教育学」

教育学 研究会の 動に 目 て 　

3  井 美（東京 大学）

 の メ 学 教育

4  （ 大学 ・大学 ）

  にお る 関 教育機関

の 「 事 」 「 」の動

の に 目 て

5   （ 島大学 ・大学 研究 ）

  知 人に る「学 」 動の

の 会 に

6  智 （ 大学）

  ル ・ ル 区 の学 田

に関する研究 東 代の ー

「教育の 」

7  田 （ 島大学 ・大学 ）

  20 紀 スにお る学 ー

スの発 学 の 動に

目 て  

回 31 （日 23 東

） の の お

図 の の に 2

図 の について

に 付 ている「 に ての 事 」に

「図 5 （ 行 の ）に印刷 に

上 備 上

る に て する 」 てい す

4 る に 5 準

する か に いのか せ

次回から 「 4 の の に図

合 10 上 備

上に する 」に する

ている い

回の編集において 行研究の

目に付 研究 て に

関 る 行研究の る

に て す 行研究の

に 研究の 知 の

に い ら の

回 教科教育 の

の に ー する研究 ら

研究 ー る い す

の の 明らかにするの

の研究 て の教育史研究に の

知 する るのか について

てい い す

お 教育史学会の の編集委

員 の す て て 10

・10 の 付 の に

の てい す 上 の 準に

てい す 回の の 4.9

機関誌編集委員会からの報告

 機関誌編集委員会委員 　湯川　嘉津美
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＊図書
・	 　2016 1 31

・  の ー

の の 　2016 3 3

・  田 年 年 の 代日 人間

教育の社会史 東京大学 会　2016 3 18

・  史研究 に

子ら 日 社　2016 10 30

・  ・ ルー ー ・ ー ル

・ 子 ・ 子 人 ス ー

ルの 史社会学 メ 人の い

1940-1980 　2016 11 30

・  京都 学 史 編 学 ス

代京都の学 史 ・美 史 京都

ー　2016 10 31

・  田 教育 史研究 　

2016 10 31

・  川 「子 行」の社会史 学

の 代 書 　2016 11 16

・  井 日 の教育学 史 教育

科学 書 　2016 11 20

・  日 教教育学会編 教 の教育

教 教育の 日 教教育学会　2016 12 3

・  明 教材に る の 科教育 の

日 の 科教育 の 準

の 究 学 社　2016 12 5

・  教育 の ス 教育学

て 書 　2016 12 23

・  井 口 メニ ス「 図 」の異

学 大学 会　2016 12 25

・  美 子 の 子 いの つ

川 　2017 1 1

・  の 史 寄 の

川 　2017 1 10

・  ・ 智 編 の

る 教育学 るのか 　 書 　

2017 1 30

・  教員 「教 教育」

　2017 1 31

・  人 明 大日 教育会 ・ 教育会の教

員 上 の 教員の動員 社　

2017 2 20

・  間 紀 メ 教 教育史 教 の

の 東京大学 会　2017 2 22

・  美 ー の ・

ー ・ ニ の （

学 研究報告 o.141） 学 　

2017 3 30

・  　 明 の 年 ・ ・

ル 書 　2017 3 30

・  ・ 人 学 合 教室 学 日

の 教育 川書 　2017 4 10

・  ス ・ メニ ス 知学の

社　2017 4 10

＊紀要 ・ニューズレターなど
・  第 次 大 大 にお る

の 教育（上） 大 学

に 大 史研究第67 刷　2012 12 3

・  第 次 大 大 にお る

の 教育（ ） 大 学

に 　大 史研究第68 刷　2013 12 7

・  大 にお る 日 人 の教

育 学 の （上） 大 史研

究第69 刷　2015 5 31

・  川大学教育 報 第14 2015年 　

川大学教育 　2016 8 31

・  大 にお る 日 人 の教

育 学 の （ ） 大 史研

第70 刷　2016 9 30

・  大学大学 教育発 科学研究科紀 第

63 第1 　 大学大学 教育発 科学研究

科　2016 9 30

・  大学人 学会 誌 第48 第1 　 大学

人 学会　2016 11 30

・  ル 研究 第27 　日 ル 会　

2016 11 30

・  大学教育学会誌 第38 第2 （ 第74 ）　

寄　贈　図　書 2016.11.1 2017.4.30
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大学教育学会　2016 11 30

・  京都 学 史 研究紀 第5 ・京都 学

史 年報第17 （合 ） 京都 史

　2016 12 1

・  人間 社会の 究 第82 　 大学大学

社会学研究科　2016 12 30

・  教育史研究室年報 第22 　 大学大学

教育発 科学研究科教育史研究室　2017 1

・  大学教育学 集 第41 第2 　 大学

人間 教育学 　2017 3

・  大学史 集 第28集　 大学 報室　大

学史 　2017 3 10

・  日 教育史学会紀 第7 　日 教育史学会　

2017 3 21

・  教育 第60 　 大学大学 教育発

科学研究科教育科学 　2017 3 21

・  川大学教育 紀 第14 　 川大学教

育 　2017 3 31

・  大学大学 書 室紀 第25 　

大学大学 書 室　2017 3 31

・  大学大学 書 室ニ ース 第34 　

大学大学 書 室　2017 3 31

・  大学大学 教育発 科学研究科紀 第

63 第2 　 大学大学 教育発 科学研究

科　2017 3 31

・  教学 史研究 第14 　 教大学 史

ー　2017 4 17

・  大学教育学会ニ ース ー o.105　 社

人大学教育学会　2017 4 18
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事務局からのお知らせ

書 委員の について

  2017年 月 事会にて第61集の書 委員 い 委員 の す

  第61集書 委員

  　日 　　 （大 大学）

　　　　　 　 （東 大学）

　　　　　 川　 （ 大学）

  　東 　 美（ 大学）

　　　　　 　 子（ 田大学）

  　 子（ 大学）

　　　　　 　　 （京都大学）

書 委員会 の について

2017年 月の 事会において書 委員会 「14.　学 に について

の に に 書 お 図書 の い する 」

日 の教育史学 の - の について

2017年 月に 日 の教育史学 第59集 - に せて i ii にて

てお ーについて - の 行 の お知らせ す

会 のお い

2017年 月 第60回大会年 ス ー てい す 月15日 年 お 年 会 お

いい いてい い会員に 用 せてい 会 のす か に

い

年会 の 「 行」口座からの 動 便 す 事務の の に

動 に お い す 動 の 書 お い すの

事務局 て い 動 の 合 書 発行 てい す 用の 合 事

務局に い 　

.会員 について

次の 明 てい す お の おら ら 事務局 報

る 人にお い

  　 　　上田　 史　　 子　　 　 子　　 田 　　 　　

  　　 　　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ ）

 2017年 月

 学会事務局　湯川　嘉津美
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